
1ろ/16
編集・ 発行/上田市秘書課 (毎月 1日・16日)/〒386上田市大手 1-11-16/宮⑫4100 印刷/田辺印局IJ側

伝統を守る ⑫ 縁起の護符

一体一体丁寧に
そみん

蘇民将来符作り
信機国分寺の八日掌縁日 (1月7

日 ・8日)で護符として頒布される

蘇民将来符一。その切り初めの行事

(蘇民切 り)が12月2日、寺の作業

場で蘇民講の皆さん17人が参加して

朱で 「大橋 ・長者 ・蘇民 ・将来 ・子

孫 ・人也J の文字や紋様を書き入れ

ていきます=写真右=。

「蘇民講」とは、江戸時代以前よ

1)門前に家を構え、蘇民将来符作り

行われました=写真下=。 にかかわる人たちの組織です。切り

符の材料は真田町など周辺町村か 初めが終わると、それぞれの家で七

ら切り出されたドロヤナギの木。蘇 福神の絵などをかいた護符を作 1)ま

民庖丁と呼ばれる特殊なナタやノミ、 す。

オノなどを器用に動かして六角錐に 厄よけ、家内安全にご利益がある

仕上げていきます。形が出来上がヮ 低民将来符は、民芸品としても格調

たものには、塩入法道住職らが量と が高〈、広〈知られています。

i
-

hm
h
p
品
目V

医療問題研究委が中間報告 2・3

人口12万達成・データでみる上田の人口 4・5



上
田
市
の
医
療
問
題
を
「
ど
の
よ

う
に
し
て
い
つ
疋
ら
よ
い
か
」
を
研

究
す
る
上
田
市
医
療
問
題
研
究
委
員

会
ハ
佐
藤
順
三
会
長
、
十
八
人
)
は

十
二
月
六
回
、
額
急
医
療
体
制
の
整

備
に
関
す
る
結
果
を
ぎ
と
め
、
京
野

市
長
に
中
間
報
告
書
を
提
出
し
ま
し

定
U
写
真

1
0
な
お
、
高
度
医
療
の

整
備
な
ど
に
つ
い
て
は
、
同
研
究
委

員
会
は
舎
後
引
き
続
き
研
究
し
、
最

終
報
告
で
提
出
す
る
予
定
で
す
。
報

告
書
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(※
印
に
つ
い
て
は
下
段
に
説
明
)

「
高
齢
化
社
会
の
進
行
、
成
人
病

の
増
加
、
市
民
の
健
康
に
対
す
る
意

識
の
高
ま
り
、
医
学
の
進
歩
等
近
年

医
療
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変

化
す
る
中
で
市
民
の
医
療
に
対
す
る

一一|
ズ
が
多
様
化
し
、
医
療
体
制
の

整
備
が
市
政
の
重
要
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

一
方
、
上
田
市
に
お
い
て
は
、
総

合
病
院
は
国
立
東
信
病
院
の
み
と
い

う
現
状
の
中
で
、
昭
和
六
十
一
年
厚

(2] 

救

ア

総
合
病
院

ベ
ッ
ド
数
百
以
上
の

'
収
容
施
設
が
あ
り
、
診
療
科
目
に
内

一
科

・
外
科

・
産
婦
人
科

・
眼
科

・
耳

一
品
い
ん
こ
う
科
を
持
つ
病
院
。

「病

一
院
」
は
ベ

ッ
ド
数
二
十
以
上
、

「診

a

療
所
」
は
同
十
九
以
下
(
ま
た
は
な

一
い
)
の
収
容
地
設
が
あ
る
医
療
機
関

を
い
い
ま
す
。

一
・
国
立
病
院
の
統
廃
合
計
画
:
・
昭
和

一
六
十
一
年
厚
生
省
が
発
表
し
た
全
国

一
の
国
立
病
院

・
療
養
所
の
統
廃
合
、

一
移
譲
計
画
で
、
国
立
東
信
病
院
と
国

一
立
長
野
病
院
(
上
山
間
町
)
も
そ
の
対

一
象
施
設
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
・
救
急
医
療
体
制
・
:
現
在
、
第

一
次

『
体
制
と
し
て
、
在
宅
医
と
県
か
ら
ゆ
一
口

急
医
療
と
よ
り
高
次
な
機
能
を
も
っ

て
不
さ
れ
て
い
る
救
急
告
示
医
療
機
関

た
医
療
施
設
の
不
足
に
あ
る
こ
と
が

-

(
救
急
車
に
よ
り
搬
送
さ
れ
る
似
病

明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
病

一
者
を
受
け
持
つ
。
上
小
で
十
三
病
院
。

院
問
題
は
、
法
律
め
規
制
、
人
材
の
う
ち
上
田
市
九
病
院
)
で
実
地
し
て

確
保
及
び
財
源
等
大
き
な
問
題
が
あ
い
ま
す
。
休
日
、
夜
間
に
お
い
て
、

り
、
結
論
を
得
る
た
め
に
は
な
お
引
入
院
治
療
を
必
要
と
す
る
重
症
救
急

き
続
き
検
討
が
必
要
と
考
え
て
お
り
患
者
に
つ
い
て
は
、
五
病
院

(う
ち

ま
す
。
ま
た
、
病
院
を
建
設
す
る
に
上
田
市
四
病
院
)
に
よ
る
病
院
群
輸

し
て
も
、
先
進
都
市
の
実
例
を
見
て
番
制
が
ひ
か
れ
、
毎
日
一
病
院
が
砲

も
開
設
ま
で
に
は
十
有
余
年
の
歳
月
当
し
、
二
次
体
制
を
受
け
持
っ
て
い

が
必
要
と
ミ
な
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ま
す
。

ら
地
域
の
救
急
医
療
体
制
は
放
置
で
そ
の
他
、
市
医
師
会
、
市
歯
科
医

き
な
い
現
状
に
か
ん
が
み
、
研
究
委
師
会
の
協
力
に
よ
り
、
白
曜
、
祝
祭

のヘ

体
中割
問忌
欝碕
告で

生
省
に
よ
り
全
国
の
国
立
病
院
の
統

廃
合
計
画
が
公
表
さ
れ
、
市
民
の
救

急
医
療

・
高
度
匠
療
を
始
め
と
す
る

医
擦
体
制
の
確
保
に
対
す
る
不
安
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
緊
急
課
題
を
抱
え
る
中

で
、医
療
問
題
研
究
委
員
会
で
は
、
五

月
二
十
九
日
に
市
長
の
委
嘱
を
受
け

て
以
来
医
療
体
制
の
盤
備

・
充
実
を

図
る
た
め
、
今
固
ま
で
七
回
に
わ
た

り
委
員
会
を
重
ね
研
究
協
議
を
続
け

て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
日
ま
で
の
協
議
の
中
で
、
上
岡

市
の
医
療
問
題
の
中
心
は
救
急

・
緊

解

言見

16 12. 広報うえだ3.



〆
経
過
を
踏
ま
え
、
こ
こ
に
当
面
す
る

救
急
医
療
体
制
に
つ
い
て
次
の
と
お

り
中
間
報
告
を
い
た
し
ま
す
。

初
期
救
急
医
療
の
確
保
を
図
る

た
め
、
当
面
は
現
在
土
曜
夜
間
の

み
開
設
さ
れ
て
い
る
上
田
市
医
師

会
夜
間
救
急
セ
ン
タ
ー
の
業
務
会
』
、

時
間
延
長
を
含
め
平
日
夜
間
常
設

に
拡
大
す
る
こ
と
を
要
請
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
実
現
に
付
し
必
要

な
文
段
を
す
る
こ
と

2

悶
立
点

U
病
院
の
施
投

・
設
備

の
拡
充
、
医
師

・
行
必
婦
の

m
u

等
救
急
機
能
か
強
化
さ
れ
、
故
急

忠
者
の
受
入
体
制
が
改
善
さ
れ
る

よ
う
、
国
に
対
し
強
力
に
働
き
か

け
る
と
と
も
に
行
政
と
し
て
も
可

l 

市の動き

能
な
支
媛
策
を
検
討
す
る
こ
と
。

3

故
急
隊
と
救
急
告
示
医
療
機
関

と
の
連
携
を
密
に
し
、
救
急
患
者

の
搬
送

・
受
入
れ
に
支
障
の
な
い

よ
う
体
制
を
充
実

・
強
化
す
る
こ

Lι

。

4

入
院
を
必
要
と
す
る
患
者
に
対

し
、
年
間
を
通
じ
毎
日
交
許
で
受

入
れ
に
当
た
る
病
院
群
輪
径
制
度

の
見
抗
し
に
よ
り
、
政
急
忠
訴
の

完
全
受
入
体
制
を
僻
也
す
る
こ
と
u

な
お
、
必
要
な
崎
介
に
は
独
白

の
いX
般
を
行
う
こ
と

5

市
一
府
政
急
阪
療
の
砿
保
を
図
る

た
め
、
救
命
セ
ン
タ
ー
等
、
よ
り

向
次
な
医
療
機
能
を
備
え
た
中
般

的
医
療
機
関
の
控
備
に
つ
い
て
は
、

な
お
引
き
続
き
研
究
す
る
」

上
田
市
医
療
問
題
研
究
委
員
会
は、

五
月
二
十
九
日
の
初
会
合
以
来
、
こ

れ
ま
で
に
七
回
聞
き
、
当
面
解
決
が

急
が
れ
る
救
急
医
療
体
制
を
中
心
に

討
議
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
こ
の
報

告
を
受
け
て
永
野
市
長
は
「
じ
ゅ
う

ぶ
ん
尊
屯
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ

ま
し
た

今
後
、
同
委
片
会
は
、
h
H

川
戊
阪
擦

の
山
円
以
備
を
古
め
た
此
終
的
な
報
作
を

米
年
提
出
す
る
，
γ
定
で
す
。

-

委
員
氏
名
(
叩
音
順

・
敬
称
略
)

マ
飯
島
康
助
問
{
上
田
薬
剤
師
会
)

マ
上
原
悲
(
上
田
市
議
会
)
マ
小
胎

正
昭
(
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
)
一
立
し
、
故
急
忠
者
の
収
容
に
対
処
し

マ
小
池
重
徳
(
上
田
市
議
会
)
マ
小
一
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
医
師
会
は
昨

菅
昇
(
上
回
市
青
年
団
体
連
絡
協
議
一
年
医
師
会
館
内
に
夜
間
救
急
セ

ン
タ

会
)
マ
佐
藤
順
三
(
上
田
市
自
治
会
一
ー
を
設
置
し
、
土
曜
日
夜
間
の
急
患

連
合
会
)
マ
志
摩
修
吾
(
上
回
商
工
一

会
議
所
)
マ
春
原
新
之
丞
(
上
田
市
一

福
寿
ク
ラ
ブ
連
合
会
)
マ
関
啓
治
(
上
一

回
小
県
歯
科
医
師
会
)
マ
鉄
矢
忍
(
学
一

識
経
験
者
)
マ
中
沢
優
子
(
上
田
市
一

財
人
団
体
述
絡
協
議
会
)
マ
成
沢
弥
一

次
{
上
小
地
区
評
セ
ン
タ
ー
}
マ
深
一

町
守

(
学
北
経
験
者
)
マ
悩
沢
正
常
一

(上
岡
市
議
会
)
マ
伏
見
一
(
上
回
一

川陣
地
所
)
マ
水
出
持
助
(
上
田
市
社
一

会
制
祉
協
議
会
)
マ
宮
下
美
生
{
上
一

回
市
医
師
会
)
マ
依
田
知
忠
(
上
回
一

市

議

会

)

一

・
問
い
合
わ
せ

一

保
健
予
防
課

1日 市民と市公の目 上信越向動車道の設

計・協議がすべて終わる(神科第三協議区で

枇f去の調印) 地設を見る会(6目、 8日

も。120人) 共同九i制;地設起工式(東塩田

林IiJJT.業卜H地)

5日 鎌{ir!i，議会が表舵(7人)

6日 交通Af'陥対策会議

8日 下水道仙川料金得議会が料金改定を答

申 モーツアルト没後200年記念コンサー

ト(チェコスロウァキア室内管弦楽団、市

民会館)

9日 高齢者文化桜(-10日)

10日 上田市消防問詐楽隊定期損袋会{創造

館) ワールドウェア'91( 1:回商工会議所

駐 11i.均}

11日 北i経新幹線新年度予算要求陳情(東京)

12日 上小地域他国Iのつどい(文化会館)

14日 全国市民会理 'J~会(東京)

19日 1:笠11ほ坊戦f'1ii峻工式

21日 放出 n 転 q~ を撤去 (J R上田駅周辺、

182台)

22日 上田市功紅t?U~彰式 ( 47人= 6 ページ

に受賞者氏名)

25日 南部川Il}j将ではしご市(l5m)納 1転式

27日 人Uが12Jj人にj主成(翌28日には市庁

舎前です己念式典=関連記事4・5ページ)

高齢者悩祉総合計iffij策定委員会

28日 中国対fr江省前j皮市から訪日聞が表取(2

人)

29日 消防ホン 7 自動1ft受け入れ式(4台)

C砂

市民と市長の日

1月ア日ek)午前9時~正午

市長室
(市役所3階)

医療問題研究委員会の会臓のもよう

16 12. 広報うえ定3.[3] 



人
口
ロ
万
人
達
成

データでみる

上田の人口
国勢調査の結果から

人
口
増
は
市
勢
発
展
の
指
標
|
。
十
一
月
二
十
七
日
、

上
田
市
の
人
口
が
十
二
万
人
に
達
し
ま
し
定
。
昭
和
五
十

三
年
七
月
に
十
一
万
人
を
記
録
し
て
以
来
、
十
三
年
四
か

月
ぷ
り
で
一
万
人
増
え
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
十
二
万
人

自
の
市
民
は
、
越
戸
の
井
沢
毅
さ
ん
G
二
十
歳
〉
・
登
代
子

さ
ん
ハ
二
十
八
歳
)
の
長
男
で
十
一
月
十
四
日
に
生
ま
れ

だ
卓
ち
ゃ
ん
。
市
で
は
、
翌
二
十
八
日
、

十
二
万
人
達
成

を
祝
っ
て
、
市
役
所
正
面
玄
関
前
で
記
急
式
典
を
聞
き
苦

し
定
。
そ
こ
で
舎
回
は
、
寸
上
田
市
の
人
口
」
の
推
穆
な

ど
に
つ
い
て
、
昨
年
の
国
勢
調
査
の
結
果
ガ
ら
見
て
み
だ

い
だ
と
思
い
ま
す
。

ト
川
市
の
人
円
は
年
々
上
外
し
て
い
ま
す
が
、
昭
和
五

十
年
を
境
に
上
昇
級
r
は
ド
が

っ
て
い
ま
す
H
下
の
グ
ラ
フ

H
。
附
利
瓦
卜
年
に
は
.
・.
%
、
氏
ト
尻
町
中
に
は

一
・4

一

%、

λ
十
年

・
八
%
、
平
成
・

一年
i

・
川
0
0
・
と
榊
加
率

が
ダ
ウ
ン
し
て
い
ま
す
。
引
火
別
人
け
で
は
、
依
然
、
火

性
人

口
が
榊
え
て
お
リ
、

'
K
性
行
人
に
対
し
、
叩
向
性
九
九
・

V

二
人
で
、
上
川
市
の
総
絞
で
は
-
-千
八
行
八

l
じ
人
火
性

，

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
内
択
で
は

-e
1
一・・
卜
九
歳
ま
で
は

M
，

rが
多

く、

川
ト
絞
以
上
に
な
る
と
火
性
が
多
く
な
る
傾
向
に
あ

り
、
特
に
ハ
ハ
ト
五
歳
以
L
し
で
は
千
均
で

k
n
.
h人
に
対
し

削
向
性
六
卜

R
-七
人
と
な

っ
て
い
ま
す
。

人口は年々上昇

企
画
課
統
計
係
(
内
線
1
2
2
6
)

[4] 
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式典には弁沢殺さんと11万9.999人目の

内久根霊祭ちゃんの父親隆文さん(浦野)
らが出席。 クス玉を割って祝った。井沢

さんは 「上田市発展のため親子で頑張っ
ていきたい」とあいさっした

広報うえだ3.12. 16 
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州
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1
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を
l
け
の
ま
し
た
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し
か
し
、
そ
の
後
年
々
々
作
の

m加
市
か
九
州
く、

千
山肌・・

年
で
は
訂
作
が
れ
じ
%
で
ハ
.
ん
八

T
・八
ト
・
人
)
、
ト
た
が

が
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0
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r
札口
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U托
l
問
人
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と
な
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‘
そ
の

ぷ
は
紡
少
し
て
き
で
い
ま
す
マ

A
F
伶
の
H
N
会
的
問
槻
峨
の
変
化
な
ど
に
よ
り
、
多
少
の
ぷ

は
あ
リ
ま
す
か
‘

4
1
成
八
年
1
卜
年
に
は
れ
作
、
化
庁
の

人
川
は
ほ
ぼ
川
波
と
な
る
こ
と
か

f
恕
さ
れ
ま
す
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ま
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地

.K別
の
・

m減
て
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中
山
火
山
崎

μいか
減
少
し
、

川
利
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川
辺
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以
川
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以
一
か

a
mし
て
い
ま
す

高齢化さらに進む
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西
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.
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中

上
川
市
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人
け
は
・平
成
卜
じ
午
に
は
、
約
卜
:
-
万
六
千

人
に
な
る
と

f
忽
さ
れ
ま
す
。
こ
の
子
測
は
山山中

h

本
の
分

析
な
ど
に
よ
り
人
刊
の
般
討
を
し
た
ら
の
で
、

F
測
の
H

州

ぴ
は
あ
く
ま
で
将
米

L
過
去
と
川
じ
粂
件
や
テ
ン
ホ
で
進

む
と
い
う
山
間
慌
で
川
印
刷
叙
さ
れ
る
の
で
、
人
い
数
仰
の
日
樹

皮
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。

※
推
計
方
法
の

一つ
で
あ
る
コ
|
ホ
|
卜
要
因
法
に
よ
り

ま
す
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千曲川右岸、左岸の

人口が接近
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神

昭25年 1IIl35~ 昭45年 砲事Slj! 平 2草

南館 8，300 8，357 8，865 8，226 1，904 

商館 1，432 7，440 6，070 4，592 3，839 

右
中 央 7，482 7，065 5，382 3，995 3，185 

ト一一
~t 8s: 8，150 9，166 8，964 9，075 8，734 
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西部 5，311 7，807 10，167 10，鴎O 9，097 
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塩尻 3，823 3，408 4，252 4，429 4，364 

岸 」
神 111 4，694 4，却4 7，745 9，986 10，787 

神" 6，853 6，198 7，106 10，841 15，133 

盟IJ'1 5，054 4，561 4，454 4，623 5，038 

{小針} 57.159 58，506 63，005 65，637 68，081 

櫨下 5，444 5，442 7，289 9，885 11，201 
同ーーー
111 >ll 
・民 館 5，843 5，394 7，467 11，439 13，928 

左
中温包 5，970 5，563 5，639 人803 8，919 

電塩箇 6，218 5，409 4，559 4，114 5，261 

l!!i塩阻 ‘，425 4，071 3，321 3，202 3，140 

岸
別所 2，268 2，146 2，141 2，010 1，ね9

111菌 1，628 6，900 6，301 6，850 1，0ω 

{小針} 37，196 34，925 36，723 45，9ω 51，354 

全体 95，554 93，431 99，499 111.540 119，435 

千幽川右岸・左岸の人口
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化
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に
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訓
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( 国勢調査の結果については今後随時お知らせします〉
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「人生80年時代Jといわれる現在、国民年金

制度の役割はますます重要となっています。

だれもが必ず迎える老後を実り豊かなもの

にする疋めに、ま芝、いつ起こるかわからな

いけがや病気などlこ備える定め、みんなで受

えあう制度一一ーそれか.国民年金制震です。舎

固Id:，制度を物語風の図式で解説します。

ト

~明日を支える国民年金~

一年金は豊かな

未来へのパスポー

A男さん、日夫さん、C子さんの

さF疋由民年金

納められるシナリズライターめざして 女匿週一一一λ一貫性，\1)ζ足手~~I-t .' 

保険料の免除期間

第
二
号
、
第
三
号
被
保
険
者
か
ら

第
一号
被
保
険
者
に
な
っ
た
と
き
(
会

社
を
退
職
、
配
偶
者
の
扶
養
か
ら
外

れ
る
な
ど
の
場
合
)
は
、
国
保
年
金

諜
で
手
続
き
が
必
要
で
す
。

幸でわ ζげ}“国民年金物語"
空会

25 
大十

経済的な理由なとにより、保険料が納めら

れないときは、申請をすれば保険料が免除さ

れることがあります。免除を受けた期間は、

年金の受給資格期間として計算されます(た

だし年金額は 3分の 1)。また、遜って 10年以

内なら、免除期間中の保険料を納めることカ〈

できます。

さあ

独立だ/

意輔の設計

事務所設立

C子さん

-¥?置璽

縄み物事費室開いちゃっ疋

国民年金には、繰よげ支給、繰

下げ支給の制度があります。支給

率は次のとおりです。(例-60歳以

上61歳未満だと58ハ一セント)

第
一
号
被
保
険
者
が
、
就
職
に
よ
り

第
=
号
被
保
険
者
に
な
っ
た
と
き
は
、

国
保
年
金
課
で
手
続
き
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

厚
生
年
金
に
一
年
以
上
加
入
し

た
人
は
、
六
十
歳
か
ら
六
十
五
歳

ま
で
の
期
間
中
、
特
別
支
給
の
老

齢
厚
生
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
在
職
中
で
標
準
報
酬
月

額
が
二
十
四
万
円
を
超
え
る
と
き

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

繰下げ支給繰上げ支給

繰上げ支給を受けると、障害基

礎年金と寡婦年金の諸求はできな

くなります。
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結
婚
に
よ
り
第
三
号
被
保
険
者
に
な

っ
た
と
き
は
、
国
保
年
金
課
に
第
三
号

被
保
険
者
の
届
け
を
し
て
く
だ
さ
い
。

配
偶
者
の
勤
務
先
が
変
わ
っ
た
場
合
は
、

そ
の
つ
ど
届
け
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

(61 

B失さん



A男さん

B夫さん

20歳
若さの証明

国民年金加入

間

骨

閏

サ

闘

争

期

一

期

一

期

一

者

・

者

者

険

険

険

保

保

保

被

被

被

号

号

号

1

l

ρ
』

q
u

第

第

第

〈
ロ老齢基礎年金

b原則として、 25年の受給資格期間(下記を合計した期

間)のある人力1~65歳になると受けられます。

①悶I~年金の保険料を納めたJtll問

②同l己年金の保険料を免除された期間

③昭和36年4月以後の厚生年金保険 (船員保!被)の被

保|没者則問、または共出組合の組合員期間

④fT:.tUm人できたか、しなかった期間(カラ期間)

t>資格期闘が短縮される人

昭和5年4月1日以前に生まれた人は、生年月日に応

じて、 J~J I1\Jが21年から 21 年に制縮されます。 また、昭和

31年 4IJ 1円以前に生まれた人で、生年月 Hに応じた期

間を厚生年金あるいは共出年金のみでi前たしている場合

は、 ff町村田聞が24年から20年に短縮されます。

!>平成 3年度t附JL礎年金

'~J 制…58 ， 500円 年古Çi"'702 ， 000問

ニhは、IJlI入可能年数をすべて納付した場ず?です。また、

付加保険料を納めた場合は、200円×納付・月数が年額に上

利みとな 1);ます。年金額の計算は、

保険料納付月数+保険料免除月数x1/3 
702.000円×

加入可能年数x12か月

老齢基礎年金・障害基礎年金・遺族基礎年金〉

日本圏内に住んでいる20歳以上60歳未満の

人は、厚生年金などの老鈴(退職)年金など

を受給していない限り、必ず次のいずれかの

被保険者とならなければなりません。

第 l号被保険者
車聖書量、商工業など自営業の人とそ

の家族、 20歳以よの学生む加入。

第 2号被保険者
サラリーマンなど厚生年金加入者、

公務員など共済総合員

第3号被保険者
厚生年金や共済組合の加入考に扶

饗されている配偶者。

次の人は任意加入することができます。

A…60歳未満の人で、厚生年金や共済組合か

ら老齢(退職)年金を受けている人

8・・60歳以よ65歳未満の人 (老齢基礎年金を

受けていない人)

C…海外に住んでいる日本人

ロ障害基礎年金

b年金額(年額)

1級障害…877，500円 2級障害…702，000円

子の)JUt): 第1f-・第2子・・]人につき202，400同

第3子以降・・.1人につき67，500円

ロ遺族基礎年金

b年金額(年金)

①了・のある安が支給を受ける場合…904，400円

子の}111$1: 第2子・・・202，400円

部3子以|;年...1人につき67.500円

②-(-が支給を受ける場合・・・ 1人のとき702，000円

2人のとき904，400円

※その他第1号被保険者の独自給付として「寡婦年金」

と r死亡一時金」の支給があります。

サ

国

た

ハ

L
4

し

は
レ

一ザ
ー

ド↓

一一wm夜
間
J

刊
か
級
品
…

フ
件γ

口一

.0.

，こ

山
室
一
ワ

t

刊

ア

て
u

“

広
報
十
月
一
日
号
で
、
上
岡
市

ふ
れ
あ
い
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
パ
ー
ク

の
「
案
内
プ
ー
ル
」
の
愛
称
を
募

集
し
た
と
こ
ろ
、
合
計
百
七
十
二

過
の
応
募
が
あ
リ
ま
し
た
。
選
考

の
結
果
、
入
選
て
口
…、

佳
作
四
点

が
決
ま
り
ま
し
た
。
(
敬
称
略
)

・
入
選

マ
「
ア
ク
ア
プ
ラ
ザ
上
回
」

水
野
美

恵

(
却
歳

・
五
加
)

・
佳
作

マ
「
マ
リ
ン
バ
|
ク
上
田
」

太
閉
丈
男

(
M
M

歳

・
回
一
…
坪
)

マ
「
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
」

神
尾

三
知
子
(
印
歳

・
田
町
)

マ
「
ヘ
ル
ス
ピ
ー
チ
ラ
ン
ド
上
回
」

背
柳
尚
樹
(
日
歳

・
折
田
)

マ
「
ユ
ー
ス
イ
ム
(
遊
・
水
・
夢
)
」

錨

地

博

{位
歳

・
上
常
田
)

入
選
の
「
ア
ク
ア
プ
ラ
ザ
上
回
」

は
、
「
室
内
フ

l
ル
」
の
名
称
と
し

て
舵
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 .菌室璽冨富国軍B
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お知らせ ア・弓・ヵ.Iι・ト

市では、皆さんに財政状況を理解し

てい疋だくだめ、毎年上半期と下半期

の2回、定期的に内容をお知らせして

います。舎回は、平成3年度よ半期の

会計別収支状況、地方債現在高、一時

借入金、市首財産の状況についてです。

(平成3年9月30日現在。万円未満は

四措五入してあります〉

円
一
内
一

.，d
一J

，J-

J
-
J酬

7

一9
一'
0

3
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o
Z
 

7
-
u
-
3
 

-
-
-
-

-
・
・

0
4
τ
b
r
γ
 

恵
三
uZ
3

i
-
!
"
 

内。一
qo-

叫

υ
-
'EA
-

令
リ
-
'
』

-ιB 
16l!!:5.419庁円(.U.i%1他のモ

J91，jJ.6AJo方向<51.3%)

1甘l~9.252万円<7ï .2%)

費

費

生

工

重量

商

65万円(26.90，6)2Un: 農称水産業費量

lま計A
P
宮特別271意7.8.j~万jll<.19. 5QiI) 寅債円

ムA

受出演署員収入済額予算現額会計名

16m3.I:IHliifIJ 1 x(('I 5 .923万円4:i1i!8 .611J ij円国民健康保険事業37!.fg2.7ωJjPH -IO.Oo'i)) 費務総

1. 5~6 Jl何:U)()SlirrJ 4 .01)3)j~J ~通~W共済事袋

If.tr5 . ~ 17i円t1.3日211川3U!8.り11万例
同利勉区住宅新築

資金等貸f寸I'JJ蝶50li，!2.238万円(26.2%)9費膏蓄量

P1 n :1.56i 11'111 5u!9.03uJj内主勉取調書事業

5fl):事.¥J9HiドJ2{ec3.642万円25ie9 .58ti JjJ11 公共下水道事業

551，&6 . ~ tl3方向(21.oO，o) 費木工
50tQ"5.li9万円 22U!1.576JiJ11 2zf.u.6.813万阿老人保健司Z鍵

5.¥'12511'[1] 5.2'2i)j円IfnZ.2611j円
福従事業

センター事業

燈回湾叙叡送
電笥事業

2.2明。万円2.5¥l(1Ii円5 . 0:~6 万円
551f9.320万円(37.9%)重要生民

i.ml.1万Pl254 }jド!tif.t!1.70S万附農業.藩排水事業

481.怠3.J931iPJ日8u13.5rJllifIJ -I5(.e.4.9前9Ji1tj官十.0. 
c::l ;!{教育費およびその他には、 前年度繰越明

許費繰越額を含む。
※公共下水道事業には、前年度繰越明言午費繰越額を含む。

y.{収益的収支

事業の経常的な経営活動の

収入支出を示すもの。

※資本的収支

将来の級~・活動に備えて行
う生!1;設改良、現:(Eの絞営活動

にJ11いられている地設にかか

る企業{氏償還金などの収入支

出を示すもの。

は

収 入 受 出

}~ 
企黛名 {予Q.J.見事自} {予.t'PJl.1l'1l

-・・........~..............・. ..ー....ーーーー・・.....咽

支資事収
I Q~入ii~紙 } (支:JJ.尚古島}

4l~J lifll 1.6697J円
産焼事簸 -・.. ・ー・ーーー・・・ー・・ー-・ -ー・・ーーーー-ーー・・・・・..咽

(j fll 405万円

5t怠3.937万戸l 81.M.i75万円
水道事業 -・・・・・・・・・・・・・・・・...................咽

1.1 55iif1'l 21!i'2. i99万同

計L;::.. 

:n-企業

※
収
益
的
収
受

持&角

田

収入 | 支

企策名 Lし.一 i.:y.竺持剤1l'i)仁.一…...1日.J.上lし.日(王評竺'M1l一一..，
tu入凶;m) I 1J(t!i必MII

21.怠6.2卯!iflJI 21g6.290万円

1Iff.S.HI2万内 IH窓2.0:nli内

16ffl7.503万問 I16fl!1.44iJjJlI 

91.!? 474万円 I61e.3.821】万円

出

公

産院事業

水道事業

[8) 

市
功
績
者
表
彰

幻
人
が
晴
れ
の
受
賞

広報うえだ3.12. 16 

十

一
月
二
十
二
日
、
平
成
三
年
度

上
田
市
功
績
者
表
彰
式
が
市
役
所
六

階
大
会
議
室
で
行
わ
れ
、
四
十
七
人

の
皆
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
(
敬

称
略

・
五
十
音
順
)。

・
地
方
自
治
関
係

マ
大
塚
英
夫
(
侃

・
南
天
神
町
)

マ
大
矢
俊
英
(
“

・
大
久
保
)
マ
北

原
一
也

(
作
・

上
鍛
冶
町
)
マ
金
沢

幸
次
(訂・
福
田
)
マ
桜
井
元
子
(
日・

御
所
)
マ
竹
田
忠
一
(
刊
・

踏
入
)

マ
中
村
広
明

(日

・
伊
勢
山
)
マ
成

沢
・
キ
ク
ノ

(
m
w

・
緑
が
丘
北
)
マ
細

川
政

(臼
・

大
手
町
)
マ
堀
内
賢
郎

(η
・
五
加
)
マ
丸
山
カ
ヅ
エ

(η
・

北
常
国
)

-
教
育
文
化
関
係

マ
問
川
保
夫

(沌
・

下
紺
屋
町
)

マ
滝
沢
聡
男

(引

・
大
屋
)
マ
成
沢

文
雄

(日
・

緑
が
丘
)
マ
松
原
典
夫

{日
・

馬
場
町
)

・
社
会
関
係

マ
箱
山
一
生
(
臼

・
中
常
国
)

・
産
業
関
係

マ
青
島
信
平
(
叩

・
城
北
)
マ
飯

塚
英
雄
(
乃
・

上
常
国
)
マ
大
久
保

典
四
郎
(
肝

・
馬
場
町
)
マ
小
沢
万

寿
雄
(
刊

・
三
好
町
)
マ
小
幡
七
司

(侃
・

材
木
町
)
マ
川
上
茂
(
日
・

新
国
)
マ
窪
田
一
徳
(
印
・

平
井
寺
)



お知らせア・弓・カ .1(.. • ト

こみを鴻ら持う

~④~ 

そ の 他 421.ê.Z.777万円 (45.80~)

県支出金 Ult<5.584庁内{12.6%l

諸 収 入 161怠2.804万円(9.1%) 

国庫支出金 22lQ:6.132 Ji問(26.9110)

地方受信税 26(愈5，0∞7j問(62.8%)

市 債 33t~7.658万問(0.7%) 

市 税

150(.窓9，782万問(53.2C!ol

円
一
円
一

万
一
万
一

7
-
n
o
一
品
v

句。-勾
r
一のち
，，

勺'
-勾
，
一角δ

《

u
d
-

戸、Jv-
‘，A

徳
一
億
一
4

内

3
-
R
J
v
-

A
V
-
q
6

一

内

d
-
2
1
-出し方l之

あなたの人柄がでています 青空

A
S
A
 

l-ごみの出し方Q&A-
計

予
算
現
額
に
対
す
る
収
入

率
と
執
行
率
の
グ
ラ
フ

は

燃
や
せ
な
い
ご
み
と
し
て

ま
と
め
て
袋
へ

プ
弓
ス
チ
ヴ
ワ
類
除
、
得
ぜ

燃
や
せ
芯

V
ご
み
指
針
?

現
在
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
処

一
理
し
て
い
る
燃
や
せ
る
ご
み
の
中
に
、

i
i
L
多
く
の
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
阪
が
浪
ざ

ウ

て
入

っ
て
お
り
、
ご
み
の
中
に
内
め
る
割
合
は

約
十
五
円
に
な
り
ま
す
の
プ
ラ
ス
チ
Y

ク
矧
は

石
油
製
品
な
の
で
、
熱
効
率
が
向
く
、
焼
却
炉

の
溢
度
が
通
常
八
五

0
1
九
五

O
度
の
と
こ
ろ

千
度
以
上
に
も
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
焼
却

炉
に
付
着
し
て
、
炉
を
似
め
る
た
め
、
年
々
、

修
織
の
費
用
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
有

E宮市償、国庫支出金およびその他には、前

年度繰越明許重量繰越額を含む。

.I.LJ 休1.667万5.546m;

・住 宅

(事t地)

{怒物)

p~ 

22万6.206m'

6万3.046111'

一 時 借 入 金

。202IQ2.964万円

1131Q7.627方向

31tHを 591万円

有財窪

39 f.~8 .577万円

5.941万円

192万9.602111'

28万 437m

地方債現在高

一般会計

特別会計

(合計 1

- 千i~ 立看守

・有i碩~íE券

・土 地

。建 物

市

害
ガ
ス
が
発
生
す
る
と
と
も
に
、
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
知

(
催
奇
性
、
発
が
ん
性
の
あ
る
議
物
)
の

発
生
源
と
も
な
り
ま
す
。

こ
の
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
却
は
、
不
燃
物
処
理
資

源
化
地
設
で
瓶
、
缶
な
ど
、
資
源
化
さ
れ
る
も

の
を
選
別
し
た
後
、
埋
立
処
分
を
し
て
い
ま
す
。

ト
レ
イ
、
ハ

ッ
ク
、
ス

i
バ
|
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

袋
、
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
な
ど

は
燃
や
せ
な
い
ご
み
と
し
て
、
ま
と
め
て
袋
に

入
れ
て
出
し
て
く
だ
き
い
c

な
お
、
台
所
の
ご

み
な
ど
の
燃
や
せ
る
ご
み
は
、
水
切
り
を
よ
く

し
て
か
ら
、
新
聞
紙
に
包
ん
で

(水
分
を
岐
い

取
る
た
め
)
紙
袋
か
ダ
ン
ボ
ー
ル
怖
に
入
札
て

出
す
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す

(
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
袋
は
避
け
て
く
だ
さ
い

)。

-
問
い
合
わ
せ

ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
(
包
⑫

0
6
6
6
)
 

マ
小
林
福
三

(η
・
馬
場
町
)
マ
後

藤
忠
三
(
日
・

福
田
)
マ
高
野
甚
市

(
祁
・

下
組
)
マ
田
中
清
(
臼
・

新

田
)
マ
田
村
十
四
雄
(
侃
・

新
町
)

マ
田
村
幹
夫

(η
・
浦
野
)
マ
町
村

三
千
男
(
叩
・
北
常
国
)
マ
土
谷
精

司

(
侃
・

矢
沢
)
マ
手
塚
友
市
(
臼・

須
川
)
マ
長
沢
春
雄

(ω
・
林
之
郷
)

マ
長
浜
孝
吉
(
侃
・

浦
野
)
マ
西
沢

和
夫
(
似

・
中
之
条
)
マ
西
沢
喜
次

(臼
・

西
脇
)
マ
平
林
茂
衛
(
M
W

・

原
町
)
マ
松
原
正
枝
(
臼
・

愛
宕
町
)

マ
丸
山
袈
裟
治
(
口
・

中
之
条
)
マ

三
井
善
二
(
“
・

上
本
郷
)
マ
宮
入

源
一
(
九
・

諏
訪
形
)
マ
宮
川
二
郎

(臼
・

西
脇
)
マ
宮
品
一
郎

(日
・

下
背
木
)
マ
山
崎
繁
義
(
印

・
中
常

国
)
マ
横
沢
照
二
郎
(
臼
・

上
川
原

柳
町
)
マ
横
谷
重
時
(
臼
・

馬
場
町
)

マ
依
田
院
予
(
釘
・

染
屋
)

12. 16 広報うえだ3.(9) 



み〆生

清
掃
事
務
所
・
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
(
宮
⑫

0
6
6
6
)

ロ
月
初
日
仰
は
休
み
の

日
て
す
が
、
月
曜
日
地
区

の
特
別
収
集
を
し
ま
す
。

三
十
一
日
仰
は
、
直
接
持
ち
込
み
の

み
受
け
付
け
ま
す
。
(
午
前
八
時
三

十
分

i
十
一
時
四
十
五
分
)
新
年
は

一
月
四
日
出
か
ら
収
集
し
ま
す
。

園

農

業

委

員

会

雲

員

、

…

の
つ
え
来
年
の
一
月
十
日
働
ま
で
に

…
圃

老

人

保

健

法

め

一

部

園

一
農
業
委
員
会
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

圃

回

選

挙

人

名

簿

め

申

請

…

一
月
十
日
ま
で
に
提
出
さ
れ
ま
せ
ん

…

m
負
担
金
変
わ
り
ま
守

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
は

一
と
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
ず
、

…

老
人
保
健
法
が
改
正
さ
れ
、
平
成

…

農
家
の
皆
さ
ん
か
ら
の
申
請
に
基
づ

…
選
挙
の
際
に
投
票
が
で
き
ま
せ
ん
。

…
四
年
一
月
一
日
よ
り
医
療
機
関
で
支

…

き
、
毎
年
一
月
一
日
現
在
に
よ
り
作

…

申
請
書
は
、
農
業
委
員
会
で
審
査

…
払
う
一
部
負
担
金
が
、
次
の
よ
う
に

…

成
さ
れ
ま
す
。
こ
の
名
簿
に
登
録
さ

…
し
た
後
、
選
挙
管
理
委
員
会
へ
送
付

…
な
り
ま
す
。

…

れ
な
い
と
投
票
す
る
権
利
が
な
く
な

…
さ
れ
ま
す
。
選
挙
管
理
委
員
会
で
は

…
マ
問
い
合
わ
せ

高
齢
者
福
祉
課
(
内

…

っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
次
の
こ
と

…
申
請
書
に
基
づ
き
二
月
二
十
日
附
ま

…
線

1
6
2
4
)

…
園

職

業

訓

練

指

導

員

こ
注
意
さ
れ
、
必
ず
期
間
ま
で
に
申

…
で
に
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

…

か

…

・

請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

…
を
作
成
し
、
同
二
十
三
日
同
か
ら
十

…

金

ド

け

…

固

め

免

許

取

得

講

習

(

一

日

一

・

l

申

請

書

の

提

出

は

…

五
日
閥
、
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
期
間

…

鉛

引

胴

…

マ

講
習
期
間
平
成
四
年

一
月
二

一

月

十

固

ま

で

に

…

を
設
け
ま
す
。

…

都

コ

町

…

十
日

ωi同
二
十
五
日

ω(午
前
九

農
業
委
員
会
で
は
、
農
家
の
皆
さ

…

も
し
、
名
簿
に
誤
り
な
ど
が
あ
れ

…
b

蜘

は

…

時

1
午
後
五
時
)

マ
と
こ
ろ

上

ん
に
今
月
中
に
届
く
よ
う
申
請
書
を

一
工
縦
覧
期
間
中
こ
選
挙
人
は
異
議
の

一

後

は

て

)

い

ト

高
等
職
業
訓
練
校
(
天
神
二
)

…
l

a

f

J

I

』

j。

…

正

降

い

料

…

ノ

お
配
り
し
ま
す
。
所
定
の
欄
に
記
入

…
申
し
出
カ
て
き
ま
す

…

改

訓

刀

時

一

マ

受

講

料

一
万
三
千
円

マ
そ
の

選
挙
人
名
簿
は
三
月
三
十
一
日
に

…

法

い

い

蜘

釦

…

他

取
得
を
希
望
す
る
免
許
職
種
に

…

祉

月

入

の

・

確
定
し
、
そ
の
後
一
年
間
、
農
業
委

…
福

4
の
そ
…

つ
い
て
、
実
務
経
験
な
ど
の
条
件
が

年
者

員
会
委
員
選
挙
に
使
わ
れ
ま
す
。

…
人

7
得
底
…

あ
り
ま
す

マ
問
い
合
わ
せ

上
小

…

老

成

所

限

…

'

H

H

マ
問
い
合
わ
せ
選
挙
管
理
委
員
会

・

平

低

月

一

宮
川
寺
職
業
司
練
校
(
宮
⑫

2
6
6
6
)

M
m
W山

{

事
務
局
(
内
線

1
6
7
1
)

子

園

長
野
県
最
低
賃
金
が

二
…
圃
改
正
に
怒
り
ま
し
た

二

…

県
内
の
事
業
所
で
働
く
全
て
の
労

二

…
働
者
に
適
用
さ
れ
る
「
長
野
県
最
低

二

…
賃
金
」
が
、
十
月
一
日
か
ら
改
正
さ

二

一
れ
、
最
低
賃
金
日
額
が
四
千
二
百
十

二

…
九
円
ご
時
間
当
た
り
五
百
二
十
八

二

日
円
)
に
な
り
ま
し
た
。
事
業
主
の
か

二

…
た
は
履
行
に
務
め
る
よ
う
に
し
て
く

二

い
だ
さ
い
。

二

…
マ
問
い
合
わ
せ
よ
国
労
働
基
準
監

-
二
督
署

(
包
⑫

0
3
3
8
)

年末・年始のごみ収集日程表

12月29日(日) 休み

通常の月犠白地区 直接持ち込も・場合

30日開) のみ収集 午前 8時30分ー 11時45分

(特別収集) 午後 11待-4時

31日ω 休 み (直接持ち込みのみ受け付けます

午前 S時30分ー11時45分)

1月 1B~付 休み

2日劇 休み

38除4 休み

4 B凶
通常の土曜日地区 直接持ち込む場合

のみ収集 午前S時30*-11時45*

• 

平成4年 平成5年

平成3年 12月 IFlIE!- 4月 l日ー

31 E!まで 平成 5年 平成 7年

3月318 3月318

外来 800同/月 900同月 1，000円月

入院 400同月 600同月 700円月

あいさつ状は

禁止されています

公臓選挙法により、市長およひ市

議会議員は、市民の皆さんに年賀状

芯どのあいさつ状を出すことガ禁11:

されていますので、ご理解くださる

ようお願いします。

疋だし、市民の皆さんからいだだ

い疋もの|こ対する自筆による答礼の

ものは除かれます。

平成3年12月

書童万 た 四

E3b 語 講義
555i z費

か社iとを

2駈ら会5力議星組 =長羊

[10] 16 12. 広報うえだ3.

上田市長

上田市議会



官月の相談

圏

中

小

企

業

退

職

金

共

…

加
入
者

マ
提
出
期
間

平
成
四
年
…

⑫

0
1
1
9
)
に
あ
り
ま
す

マ
申
…

が
集
ま
っ
て
、
よ
り
よ
い
療
養
止
ヱ
一
活

・

…
一
月
七
日
附
1
同
二
十
日
刊
ま
で
に

…
し
込
み

側
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ

…
が
で
き
る
よ
う
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動

圃

済

め

補

助

金

め

申

請

…

労
政
課
(
内
線
1
4
1
2
)
へ

…

|
長
野
県
支
部
へ
郵
送
で

マ
そ
の
…

を
し
て
い
ま
す
。
入
金
を
希
望
さ
れ

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
は
、
υ

…
他
準
備
講
習
会
も
あ
り
ま
す
(
詳

…
る
か
た
は
ど
う
ぞ
。

…
国
の
援
助
に
よ
っ
て
、
退
職
し
た
従

…
・

危

険

物

取

扱

者

…

し
く
は
消
防
本
部
予
紡
課
へ
)。

…

マ

費

用

入
会
金
五
百
円
会
費

…
業
員
へ
退
職
金
が
支
払
わ
れ
る
も
の

い
・

…

…

千
円
(
年
間
)

マ
申
し
込
み

痢

…
で
す
。
こ
の
制
度
に
加
入
し
て
い
る

…
圃

試

験

行

νま
守

…

園

『

難

病

友

針

。

冨

」

…

内
勇
一
郎
(
宮
⑮

3
4
0
3
)、
関
清

…
事
業
主
の
皆
さ
ん
に
は
、
市
か
ら
も

…
マ
と
き
・
と
こ
ろ

平
成
四
年
二

…
圃

…
子

(
宮
⑫

1
4
6
6
)
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会
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患
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と
家
族

一

今月の納税
固定資産税

都市計画税

国民健康保険税 6期

納期限は12月25日です

自主納付のかた、口座振替が便利です!

3期中日 言炎 名 日 時 会 場 な ど

1月10日幽

法 律 キ日 談 13 : 30-15 : 30 市 予約先は生活環

(予約制) 1月24日倒 f支 境課(内線1388)
13 : 30-15 : 30 所

人権 ・悩みごと相談
1月9日(本) 南庁舎5階

13 : 00-16 : 00 
包

第1会議室⑫ 
1 月 9 日(~，) 4 衛庁舎5階

土地建物相談
13: 00-16 : 00 1 

第3会議室。
農地問題相談

1月6日(月) 。段業委員会

8 : 30-17 : 00 (本庁舎 211皆)

fr 政 中日 談
1月13日(川)

西武デノ、 ー ト
10: 00-15 : 00 

心配ごと相談
毎週火眼目

10 : 00-15 : 00 社会福祉協議会

法 律 中日 言炎
1月18日ttl 包 ⑫ 2025

10 : 00一正午

法 律 中日 言炎 1 月 22 日(~~

(予約制) 13 : 30-15 : 00 上問尚工会議所

保険年金相談
毎週月~金曜日 宮 ⑫ 4500
9 : 00-16 : 00 
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-宮原花織~ん
( 1歳|か月・上青木)

「外で遊んだり、うち

のなかで、おもち ゃ

をいじるのが好き J

と母の留美さん。

保健ttt
保健予防課(内線 1374)

q月の乳鈎児健康診査

[>受付時間 いずれも午後 1時-2時 [>持ち物

母子健康手帳、パスタオル(4・10か月児)、歯ブラシ

( 1歳 6か月児)01歳 6か月児は、赤ちゃん手帳の中

にあ る健康診査票に記入してお持ちください。 3歳児

の健康診査察は、 様式が変わりました。また、視聴覚

検査のアンケー トも加わりましたので用紙をお送 1)し

ます。ご記入のうえ健康診査にお出かけください。

保健センター (市役所南庁舎 2階)

健 圭"人:;- 実施日 生年 月 臼

4 力、 月
1月7日 3 . 8. 16-8. 31 
1月17日 3 . 9. 1-9. 15 

10 か 月
1月9日 3 . 2. 16-2. 28 
1月29日 3. 3. 1-3. 15 

1歳 6か月
1月8日 2. 6. 16-6. 30 
1月22日 2 . 7. 1-7. 15 

3 歳
1月20日 63. 12. 1-12. 15 
1月30日 63. 12. 16-12. 31 

塩田母子健康センター (塩田地区)

4 台、 月
1月14日

3 . 8. 16-9. 15 

10 カ‘ 月 3 . 2. 16-3. 15 
1歳 6か月 1月24日 2. 5. 16-7. 15 

川商社会福祉センター(川西地区)

4 力、 月 3. 8. 16-9. 15 
10 カ、 月 1月10日 3. 2. 16- 3. 15 
1歳 6か月 2 . 6. 16-7. 15 

理美容業 ・飲食業などのかた

胸部レントゲン横診

保健所が実施する胸部レントゲン検診を次のとおり

行いますので、対象者は受けてください。料金は無料。

[>問い合わせ 上回保健所(fi'⑫ 1260内線224)

胸部レントゲン検診日程表
年月日 3主 2持 I，~ r.u tI t Io 
4-'1' 

ヒIII!¥:舵両
9:∞句11:00 

刈l l.:. ir fi; 1 fl6 1:111]) 13:ωー15:00

1 11101.11制 J. m f'(. Af叫
9:ω、11:00 

飲 J't. 7. 13:ω-15:00 

1 flI31HIII 上出保位刈
9:00-11 :00 

" 13:00-15:ω 
11I231H付 IIIt'!ilt金Ilo¥hI:-!;;.?- 13・30-15:00S理R存".飲寓".除館I<.tJ，碓，0J・保fr凶騒Il

211 3 I:wn I証問1:)千健LJ!セン?- 10:00-11 :30 " 
2 fI 7 lli，~ 上 IU保健叶

9:00-11 :ω 
制‘ i， 

13:00句15:ω
2 n l3 l:l l~ !n ~ 間 10:00-11:30 JI@ tU， '-..依良弘.臨館+...幼師側・保1M臓H

21114 nr柿 1: 111保健 所
9凶-11:00

rMII~1 ・ 幼 1111叫駄H
13:ωー15:00

φφ。。φ。。
年末年始の

休業のお知らせ
。市役所(豊殿・塩田・川西支所)

12月28日出から 1月3臼(俗まで、休みになりま

す。なお、戸籍の届け出 (出生 ・死亡など)は、

市役所宿直室 (4:庁合西側)で扱います。

。水道修理

水道管の凍結など水道事故は、市役所宿直室(宮

⑫4100)へご連絡ください。

。ト イレのくみ取り

12月30日聞から 1月3日悩まで、休みになりま

す。12月23日(問、同28日出、問29日(11)は操業しま

す。例年、年末になるとトイレのくみ取りが集中

し、ご希望の日にお伺いできない場合があります

ので、できるだけ 1月に延ばすようお単品、します。

O各施設の休業日

図 書 鎗 12月26日一 l月6日
(期間中の返却は返却ポストへ)

市民の森スケー卜場 12月29日- 1月|日

大星斎 場
火 葬 12f] 31日午後一 l月2S
...ーー・・ー・ーーーーーー--._---唱....ーーーーーーー・ー...-.-.......... 
ペッ ト火葬 12月30臼- 1月3S

産 F完 12月30日一 1月3日
( 12月29日は緊急当番医)

点 字 図 書銀 12月28日一 l月3日

博物館、山本鼎記念館、f言
j農圏分寺資料館、働く婦人
の家、高鯵者福祉センタ一、

デイサービスセンター (28

日は年末大掃除のため、 平 12月29日- 1月3日

常業務は行いません)、市民
会館、上回創造館、 女化セ

ンタ一、各公民館、 勤労青
(相染閣は12f]29日~~))

l月4日(6日は開館)

少年ホーム

広襲うえだ3.12. 16 [12J 
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